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❶
中
国
か
ら
の
微
少
粒
子
状
浮

遊
物
質
PM
２
・
５
に
つ
い
て
。ア
市

は
PM
２
・
５
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。
イ
市
民
の
た
め
の

具
体
的
な
対
応
策
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

ア
２
・
５
マ

イ
ク
ロ
㍍
以
下
の
微
小
粒
子
状
浮

遊
物
質
で
、
気
管
支
喘
息
や
肺
が

ん
へ
の
健
康
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ

る
、
主
に
中
国
か
ら
の
物
質
と
認

識
。
イ
府
の
測
定
場
所
が
市
内
に

あ
り
、
今
後
と
も
環
境
省
や
府
と

連
携
し
て
、
注
意
喚
起
の
情
報
を

入
手
す
れ
ば
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

の
緊
急
連
絡
網
を
最
大
限
活
用
し

て
、
情
報
提
供
・

啓
発
を
行
う
。

　

❷
本
市
の
農
業

振
興
に
つ
い
て
。

ア
市
内
農
家
の
高

齢
化
と
後
継
者
育

成
を
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。
イ
増
え
続

け
る
耕
作
放
棄
地

の
現
状
は
。

　

経
済
環
境
部
長

　

ア
京
力
農
場
プ

ラ
ン
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
中
核
的
な
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
推
進
と
国
の
青
年
就
農
者

補
助
制
度
等
を
実
施
。
イ
増
え
続

け
る
耕
作
放
棄
地
解
消
に
は
、
市

の
独
自
補
助
を
継
続
し
、
農
業
委

員
会
と
も
連
携
し
適
法
な
活
用
方

法
の
可
能
性
を
検
討
。

　

❸
文
化
行
政
の
推
進
方
策
に
つ

い
て
。
ア
過
去
２
年
間
に
、
文
化

行
政
を
ど
の
よ
う
に
進
め
た
か
。

イ
本
市
独
自
の
文
化
振
興
条
例
を

制
定
す
る
考
え
は
。
ウ
教
委
に
文

化
専
門
職
員
を
置
く
考
え
は
。

　

教
育
部
長　

ア
同
志
社
女
子
大

や
文
化
協
会
等
と
の
協
働
に
よ
る

第
九
コ
ン
サ
ー
ト
や
文
化
祭
を
支

援
。
公
共
施
設
整
備
等
庁
内
検
討

会
議
で
４
回
協
議
。
イ
現
時
点
で

条
例
制
定
の
考
え
は
な
い
。
ウ
文

化
専
門
的
職
員
を
採
用
。

　

❹
国
民
健
康
保
険
事
業
の
適
正

な
運
営
に
つ
い
て
。
ア
事
業
の
健

全
化
に
対
す
る
基
本
的
認
識
は
。

イ
本
市
医
療
費
適
正
化
対
策
は
。

　

市
民
部
長　

ア
国
保
制
度
は
国

民
皆
保
険
の
最
後
の
砦
と
し
て
、

市
民
の
た
め
に
継
続
的
に
、
安
定

的
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

イ
レ
セ
プ
ト
点
検
や
医
療
費
分
析

と
共
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
差
額
通
知
も

実
施
す
る
。

◆
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法

　
　

 

（
１
面
９
段
目
・
９
面
左
上
）

　

硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法
と
も

い
う
。
交
通
事
故
や
ス
ポ
ー
ツ
外

傷
な
ど
に
よ
り
脳
脊
髄
液
が
漏
出

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
脳
脊
髄
液
量

が
減
少
し
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
耳

鳴
り
、
倦
怠
な
ど
の
症
状
を
引
き

起
こ
す
「
脳
脊
髄
液
減
少
症
」
に

対
し
、
硬
膜
外
に
患
者
自
身
の
血

液
を
注
入
し
、
髄
液
が
漏
れ
て
い

た
部
分
を
ふ
さ
ぐ
治
療
法
で
あ
る
。

　

な
お
、
平
成
24
年
６
月
１
日
か

ら
は
先
進
医
療
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
。

◆
臨
時
財
政
対
策
債

　
　
　
　
　
　

 

（
３
面
右
３
段
目
）

　

国
か
ら
地
方
自
治
体
に
交
付
す

る
地
方
交
付
税
の
原
資
が
足
り
な

い
た
め
、
不
足
分
の
一
部
を
地
方

自
治
体
自
ら
が
一
た
ん
地
方
債
と

し
て
借
金
し
て
窮
状
を
し
の
ぎ
、

借
金
返
済
時
に
国
が
地
方
交
付
税

と
し
て
地
方
自
治
体
に
返
す
と
い

う
も
の
。

◆
６
次
産
業

 　
　

              

（
４
面
８
段
目
）

　

農
業
や
水
産
業
な
ど
の
「
第
一

次
産
業
」
が
食
品
加
工
な
ど
の

「
第
二
次
産
業
」、
流
通
販
売
な
ど

の
「
第
三
次
産
業
」
に
も
事
業
展

開
を
し
て
い
る
営
業
形
態
の
こ
と

を
い
い
、
今
村
奈
良
臣
氏
が
提
唱

し
た
造
語
。

　

例
え
ば
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
直
接
販
売
、
レ
ス
ト
ラ
ン
経

営
等
が
挙
げ
ら
れ
、
農
業
・
農
村

を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
考
え

で
あ
る
。

 　
な
お
、
こ
の
名
称
は
、
各
産
業

の
数
字
を
掛
け
合
わ
せ
た
（
１
×

２
×
３
＝
６
）
も
の
。

　

❶
天
津
神
川
の
治
水
対
策
は
。

　

建
設
部
長　

流
水
量
を
抑
制
す

る
方
策
と
し
て
尼
ケ
池
を
調
整
池

的
な
機
能
を
持
て
る
よ
う
地
元
や

関
係
機
関
と
協
議
す
る
。
ま
た
、

府
道
木
津
八
幡
線
の
水
路
橋
は
、

平
成
24
年
度
中
に
耐
震
補
強
し
、

断
面
拡
幅
設
計
を
行
い
、
工
事
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

❷
手
原
川
西
側
の
通
学
路
の
安

全
対
策
に
更
な
る
改
良
を
。

　

建
設
部
長　

歩
き
や
す
く
す
る

た
め
に
、
さ
ら
に
路
面
の
転
圧
を

行
う
よ
う
府
と
協
議
し
て
い
く
。

　

❸
南
部
地
域
の
公
共
施
設
設
置

計
画
に
つ
い
て
。

　

総
務
部
長　

公
共
施
設
整
備
等

庁
内
検
討
会
議
で
検
討
し
て
き
た

が
、
築
年
数
の
古
い
施
設
の
維
持

管
理
等
の
課
題
が
生
じ
、
こ
れ
ら

も
含
め
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

❹
南
田
辺
三
山
木
駅
前
線
の
供

用
開
始
は
。

　

建
設
部
長　

暫
定
的
な
交
差
点

形
状
で
、
現
在
家
屋
を
残
し
た
状

態
で
、
西
側
に
若
干
車
道
を
移
動

し
て
も
可
能
か
、
公
安
委
員
会
と

協
議
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
で

整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

❺
地
域
農
業
の
再
生
、
高
齢
化

問
題
と
後
継
者
対
策
に
つ
い
て
。

　

経
済
環
境
部
長　
「
京
力
農
場

プ
ラ
ン
」
に
よ
る
中
核
的
な
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
を
推
進
し
、
青

年
就
農
給
付
金
を
活
用
し
担
い
手

農
家
の
育
成
の
た

め
に
助
成
す
る
。

　

❻
耕
作
放
棄
地

整
備
手
法
は
。

　

経
済
環
境
部
長

　

耕
作
放
棄
地
解

消
に
取
り
組
む
農

業
者
に
対
し
て
独

自
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も

農
業
委
員
会
と
連

携
し
、
農
家
自
身

に
よ
る
耕
作
以
外

の
適
法
な
活
用
方

法
の
検
討
も
行
う
。

　

❼
宇
治
児
童
相
談
所
の
分
室
が

京
田
辺
市
に
設
置
さ
れ
る
が
、
本

市
と
の
連
携
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

府
山
城
園
芸

研
究
所
跡
地
建
物
内
に
予
定
。
身

近
に
で
き
る
こ
と
は
心
強
く
、
今

後
緊
密
に
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　

❶
本
市
は
太
陽
光
発
電
が
効
果

的
と
の
こ
と
だ
が
、
家
庭
や
公
共

施
設
へ
の
設
置
目
標
と
進
捗
状
況

は
。

　

経
済
環
境
部
長　

平
成
22
年
度

か
ら
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
へ
の
助
成
を
実
施
。
こ
れ

ま
で
４
８
２
件
、合
計
出
力
１
９

７
０ 

kw
／
ｈ
の
規
模
で
住
宅
へ
の

設
置
が
進
ん
で
い
る
。
公
共
施
設

は
、５
施
設
（
常
盤
園
・
中
部
住
民

セ
ン
タ
ー
・
宝
生
苑
・
甘
南
備
園
・

田
辺
中
学
校
）
に
合
計
約
５
３ 

kw
／
ｈ
を
設
置
し
て
き
た
。
目
標

は
今
後
５
年
間
で
、
世
帯
10
％
の

普
及
に
取
り
組
む
。

　

❷
学
童
保
育
に

つ
い
て
。
ア
三
山

木
小
学
校
新
校
舎

の
増
築
工
事
と
合

わ
せ
て
、
学
童
の

ク
ラ
ス
も
増
や
す

と
の
こ
と
だ
が
、

定
員
数
（
40
人
）

を
超
え
受
け
入
れ

が
で
き
な
い
。
早

急
に
学
級
数
を
増

や
す
べ
き
と
考
え

る
が
。
イ
学
童
施
設
の
基
準
面
積

は
、子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
・
６
５

㎡
以
上
確
保
す
る
と
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
な
ど

考
慮
す
る
と
、
基
準
以
下
と
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
８
児
童

会
す
べ
て
の
調
査
結
果
を
問
う
。

ウ
子
ど
も
と
長
時
間
接
す
る
指
導

員
の
労
働
条
件
は
、
低
賃
金
で
不

安
定
雇
用
で
あ
る
。
結
果
、
退
職

さ
れ
る
方
も
お
り
、
指
導
員
の
交

代
は
子
ど
も
の
生
活
と
育
ち
に
直

接
影
響
を
与
え
る
。
非
正
規
職
員

か
ら
正
規
職
員
へ
転
換
し
、
安
心

し
て
働
け
る
条
件
整
備
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

教
育
部
長　

ア
25
年
度
の
学
童

申
し
込
み
数
は
、
定
員
を
１
名
超

え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
実
態

か
ら
現
有
施
設
で
可
能
だ
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、26
年
度
以
降
は
、

現
有
施
設
で
の
受
け
入
れ
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
26
年
度
内
に

新
た
な
受
入
施
設
の
建
設
を
進
め

る
。

イ
他
の
留
守
家
庭
児
童
会
に
お
い

て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
す
基

準
は
満
た
し
て
い
る
。

ウ
報
酬
や
賃
金
に
つ
い
て
は
、
近

隣
市
町
村
の
状
況
を
考
慮
し
、
市

の
賃
金
体
系
の
中
で
決
定
し
て
い

る
。

問文化専門職員の配置は
答平成25年度専門的職員を採用

岡 本 茂 樹 議員 （ 一新会 ）

本市文化協会と同志社女子大学の協働で行われた
初の「第九コンサート」（ＤＶＤ）

質問は 3月 1日、4日、6日の 3日間で行いました。
（質問の順序は抽選で決められ、その順に各議員から提出された
要約原稿のとおり掲載しています。）

未来を支える人
まちづくり京田辺

未来を支える人
まちづくり京田辺

13人の議員が一般質問13人の議員が一般質問

問

三
山
木
小
の
学
童
受
入
れ
対
策
を

答

平
成
26
年
度
に
新
設
す
る

　
岡 

本 

亮 

一 

議
員
（ 

共
産
党 

）

耐震化工事が行われた天津神川の水路橋

問天津神川の治水対策は
答耐震補強し断面拡幅取組む

喜 多 進 議員 （ 新栄会 ）

三山木小学校の留守家庭児童会の様子


